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所管課 係名 大事業名称 事業の達成度

2 203 企画情報課 企画調整係
企画費　０２男女共同参画推進費
　０１男女共同参画社会計画推進事業

D（目標を下回る達成）

3 210 企画情報課 まちづくり係
地域振興費
　０２花のまちづくり事業費

D（目標を下回る達成）

4 211 企画情報課 まちづくり係
地域振興費
　０６町営バス等運行事業費

D（目標を下回る達成）

5 311 環境防災課 環境係
環境衛生費
　０７合併処理浄化槽整備事業

D（目標を下回る達成）

6 520 保健福祉課 健康推進係 予防費　０３予防接種費 D（目標を下回る達成）

7 712 建設課 都市計画係
都市下水路事業費
　０１都市下水路維持管理費

D（目標を下回る達成）

8 717 建設課 都市計画係
住宅管理費
　０４住宅建築物耐震改修等事業費

E（目標値50％以下を下
回る達成）

9 720 建設課 都市計画係
住宅管理費
　０８子育て応援住宅管理事業

D（目標を下回る達成）

10 807 農林課 農産係
作物生産安定対策費
　０２園芸特産生産安定対策費

D（目標を下回る達成）

11 908 商工観光課 商工労働係
商工振興費
　０４中心市街地商業等活性化対策費

D（目標を下回る達成）

12 1104 立川総合支所
立川地域振興
係

地域振興費
　０７北月山荘等管理事業費

D（目標を下回る達成）

13 1105 立川総合支所
立川地域振興
係

地域振興費　２１立川地域振興事業費 D（目標を下回る達成）

14 1611 教育課 教育施設係
学校管理費
　０３小学校施設維持整備費

D（目標を下回る達成）

15 1714 社会教育課 図書館 図書館費　０２図書館運営費 D（目標を下回る達成）

16 1719 社会教育課 社会教育係
青少年育成費
　０２青少年育成施設運営費

D（目標を下回る達成）

17 1726 社会教育課
文化スポーツ推
進係

内藤秀因水彩画記念館運営費
　０２水彩画公募展開催事業

D（目標を下回る達成）

【委員意見】

　・それぞれの担当課において、よく考え見直しを行っていると思いました。

　・フォローアップ事業について、外部専門家の活用を検討してみてはどうか。
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令和２年度事務事業評価フォローアップ対象リスト

評価
全般

　・現在の状況をチャンスとして捉え、庄内町の良さを生かして都会からの移転を進める議論を行ってもらい
たい。

大事業名称 意見

住宅管理費
　０４住宅建築物耐震改修等事業
費

・庁内意見も含め、担当課内で課題解決へ向けた検討を行ってほ
しい。

企画費　０２男女共同参画推進費
　０１男女共同参画社会計画推進
事業

・庁内意見にもあるように、思い切って「女性管理職登用」の計画
を数値化したうえで、段階的に登用してみてはどうか。モデルケー
スが出てくることで課題も見え、結果的に定着、意識の浸透が実
現できると考える。

予防費　０３予防接種費 ・予防接種のSNS発信は、ぜひ導入していただきたい。

住宅管理費
　０８子育て応援住宅管理事業

・町全体の子育て世代（シングル等によらず、子を育てる）が活用
するという目的で利用できたらいいと思われる。
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商工振興費
　０４中心市街地商業等活性化対
策費

・庄内町食の発信事業として継続することも、今後のファンを増や
すためには必要と思われる。
・「にぎわい創出事業」にあっては、課題解決の手法として「令和２
年度からは担当課の関与を下げ有志の手で企画・準備・実施し、
行政頼みの状態から脱却する」とあるが、解決すべき課題に記載
の通り、これまでの３年間の取組でも、有志が自立して事業展開
するというところまで意識が十分に高まっていない状況というのが
現実である。「有志の手で企画・準備・実施し、行政頼みの状態か
ら脱却する」ための具体的なアイデア・方策が必要である。

・「ここでしか体験できない」「ここでしか食べられない」独自メ
ニューや看板メニューを開発することが有益と考えます。（例えば
健康志向を取り込んだ「山菜」をメインとした話題性あるメニュー、
山菜キノコアイス、山菜キノコカステラなど　加茂水族館の「クラ
ゲ」特化を参考に）

地域振興費
　０７北月山荘等管理事業費

学校管理費
　０３小学校施設維持整備費

・庁内意見で「近い将来統廃合が必要」とあるが、人口の増加が
見込めない中では早期にその議論が必要であると思う。また、
2065年には人口約12,000人という推計もあることから、集落の在り
方に関する議論も、今後必要であると思う。


